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各  位 

会 社 名 株式会社サンマルクホールディングス 

代 表 者 名 代表取締役社長 藤 川 祐 樹 
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当社孫会社による当社連結子会社の吸収合併に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会におきまして、当社孫会社である株式会社牛かつもと村（以下、「牛か

つもと村」といいます。）が、当社連結子会社である株式会社 B級グルメ研究所ホールディングス（以

下、「B級グルメ研究所」といいます。）並びに当社連結子会社である BQ International 株式会社（以

下、「BQ International」といいます。）を、2025 年４月１日を合併期日として合併することについて

決議いたしましたのでお知らせいたします。 

なお、本合併は、当社孫会社と当社連結子会社の合併であるため、開示事項・内容を一部省略して

開示しております。 

 

記 

 

１．本合併の目的 

本合併は昨年、Ｍ＆Ａにより取得した牛かつもと村、B級グルメ研究所および BQ International

を対象とした資本の整理を図るものであり、組織構造のスリム化による経営の効率化や管理コスト

の削減を通じて、当社グループの企業価値向上を図ることを目的とした施策の一環として実施する

ものであります。 

 

２．本合併の要旨 

（１） 本合併の日程（いずれも合併当事会社） 

合併取締役会承認日    2025 年１月 31 日 

合併契約締結日    2025 年１月 31 日 

合併契約株主総会承認日   2025 年１月 31 日 

合併期日(効力発生日）   2025 年４月１日(予定) 

 

（２） 本合併の方法 

当社孫会社である牛かつもと村を存続会社、当社連結子会社である B級グルメ研究所

を消滅会社とする吸収合併方式であり、B級グルメ研究所は解散いたします。 

また、同日付けで、当社連結子会社となる牛かつもと村を存続会社、当社連結子会社

である BQ International を消滅会社とする吸収合併方式であり、BQ International は

解散いたします。 



 

（３） 本合併に係る割当ての内容 

牛かつもと村は、B 級グルメ研究所が保有している牛かつもと村のすべての株式を B

級グルメ研究所の株主である株式会社サンマルクホールディングスに割当交付いたし

ます。 

牛かつもと村と BQ International の合併は、当社連結子会社間の合併であるため、株

式の割当てその他一切の対価の交付は行いません。 

 

（４） 本合併に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

該当事項はありません。 

 

３．本合併当事者の概要 

 存続会社 消滅会社 消滅会社 

(1) 名称 株式会社牛かつもと村 株式会社 B級グルメ研

究所ホールディングス 

BQ International株式

会社 

(2）所在地 東京都武蔵野市吉祥寺

本町二丁目５番 10 号 

東京都渋谷区道玄坂二

丁目６番２号 

東京都武蔵野市吉祥寺

本町二丁目５番 10 号

７F 

(3）代表者の役職・

氏名 

代表取締役 藤川 祐樹 代表取締役 藤川 祐樹 代表取締役 藤川 祐樹 

(4) 事業内容 飲食店の経営、企画等 飲食店の経営、コンサ

ルティング業務 

企業経営コンサルティ

ング業務 

(5）資本金 ５百万円 10 百万円 ３百万円 

(6) 会社成立の日 2022 年７月 1日 2018 年８月 15 日 2017 年 12 月 28 日 

(7）株主 株式会社 B級グルメ研

究所ホールディングス 

100％ 

株式会社サンマルクホ

ールディングス  

100％ 

株式会社サンマルクホ

ールディングス  

100％ 

(8）直前事業年度の財政状態及び経営成績 

決算期 2024 年６月期 2024 年６月期 2024 年 11 月期 

純資産 1,119 百万円 109,684 千円 19,465 千円 

総資産 1,732 百万円 111,263 千円 21,510 千円 

売上高 4,532 百万円 － － 

営業利益 679 百万円 △2,055 千円 △10,193 千円 

経常利益 684 百万円 △2,258 千円 △11,202 千円 

当期純利益 481 百万円 △2,328 千円 △11,272 千円 

 

  



４．今後の見通し 

本合併は、当社孫会社および連結子会社との合併であるため、連結業績に与える影響は軽微で

あります。 

 

以 上 


